
２つの未来の説明（こども版）

気温が上がるのが

おさえられている

モンシロチョウ、

アゲハチョウ、

トンボなど

身近に生き物がいる

生ごみや下水から

作った肥料で野菜が

育ち、資源がむだな

く使われている

電気で走る車やバス、

電車などを使う人が増

えている

建物の屋上や壁に

みどりが増えている

雨水が地面にしみこみ、川に流れることで、

水が自然の中をめぐっている

生き物がすみやすい川づくりが進んでいる

薄くて軽い新しいタイプの

太陽光発電が増えている

山や森では、昔からいる生きものたち

がすみ続け、人と生きものがそれぞれ

の場所でくらしている

暑さがとてもきびしくなり、

外で遊びにくい日が増えている

もともといなかった生き物

が増え、野菜や果物に被害

が出ている

生ごみなどが

資源として

使われていない

電気で走る車など、

環境にやさしい乗り

物が増えていない

近くのみどりが減り、

ほっとできる場所が

少なくなっている
大雨が増え、土砂くずれや

洪水、道路に水があふれる

ことが増えている

プラスチックごみが減らず、

海に流れ出てしまっている

とれる魚の種類が

変わったり、

魚の量が少なく

なったりしている

ごみが減らず、

ごみを燃やすときに

出る二酸化炭素も減

りにくくなっている

きびしい暑さや大きな災害で、

みどりや生き物が減っている
これまで育っていた野菜や

果物が育ちにくくなり、

とれる量も少なくなっている

物をくり返し使うことで、

ごみが減っている

魚などの海の
めぐみを安定して
受け取れている

浅い海で育つ海藻などが、

二酸化炭素を吸収する力として

生かされている

ごみを燃やすときに出る二酸化炭素を、

燃料などに生かす工夫が進んでいる
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環境を大大切切ににししたた未来
みんなで取り組んだら、きっとこんな未来になる

※これらイラストはあくまでイメージで、正確性を追求するものではございませんのでご留意ください。

環境を大大切切ににししないない未来
みんなで取り組まなかったら、きっとこんな未来になる

野菜やお米など

の食べ物が、安定

して手に入りやすい

せつめい

横浜市環境管理計画「第１章１『横浜の環境』の未来を考える」の解説

みらい




